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盛岡
久慈

よき企業人として、社会模範を深く内面化

　ムラタでは、ムラタ及びムラタ社員が活動する際の行動規範とし
て、「企業倫理規範・行動指針」を定め、社員に対して社会的ルール
に敏感になって、よき企業人として社会への責任を果たすことを求
めています。2014年には、国内外を問わず、法令違反となる贈収賄
行為を未然に防止することを目的に含めた「カルテル及び贈収賄
防止に関するベーシックポリシー」を作成しました。
　そこでは、公務員または民間企業であるかを問わず、法令及び商
慣習に照らして明白且つ確実に許される場合を除き、金銭など、一切
の利益の便宜や申し出をしないこと、また、反対に何らかの便宜を受
けたり、要求をしないことを定めています。また、国内外の事業所向
けに研修会を実施したり、ヒアリングなどもおこなうことで、贈収賄防
止に関する教育と啓蒙、未然防止に努めております。

写真／本社でのセミナーの様子
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贈収賄防止 Philippine

写真／野洲事業所でのワークショップの様子

人、施設、情報システムの
各視点からセキュリティを向上

　企業機密の漏えいやサイバー攻撃など、情報セキュリティへの脅威
に対してより適切な施策を講じる必要性が高まっています。ムラタで
は、グループ全体の対応方針として「情報セキュリティ基本方針」を制
定し、具体的な情報の管理方法を「情報セキュリティ管理規定」に定
め、情報セキュリティの維持向上に取組んでいます。取組みの一例と
して、全社の情報セキュリティ施策の継続的な改善をすすめるために
リスク管理委員会のなかに「情報セキュリティ分科会」を組織し、人、施
設、情報システムの各視点から情報セキュリティに関し、PDCAを回し
整備をすすめています。
　また、全従業員に「情報セキュリティガイドブック」を配付し、全社
的な定期的教育、入社時や階層ごとの教育、研究開発、営業、購買と
いった職能ごとの教育を実施することで、情報セキュリティに関する
従業員一人ひとりの意識強化をはかっています。

地元の人々と協力して
環境維持活動を推進

　盛岡東京電波株式会社久慈工場は、1995年に岩手県久慈市
の誘致企業として操業を開始し、2013年にムラタグループに加
わりました。
　久慈市は自然豊かな地域で季節ごとに地域全体で環境維持活動
がおこなわれていますが、盛岡東京電波でも操業以来地域の一員と
して環境維持活動を継続的に実施しています。
　春は雪解け後に梅雨時期に向けた道路側溝の清掃を行い、夏
は雑草が生い茂る前にゴミ拾いをおこない、新緑が深くなると草
刈りを2回実施します。また冬には降雪時に工場周辺の除雪活動
をおこなっています。
　これらの活動は地道な活動ですが地元の方々からも感謝されて
おり、今後も地元の方々と協力し合いながら地域のために貢献して
いきたいと考えています。

写真／環境学習の様子

フィリピンの子供たちに学ぶ機会と設備を提供

　フィリピンの公立学校は十分な財政支援がなく設備や教員が慢
性的に不足しています。
　Philippine Manufacturing Co. of Murata, Inc.では、環境と教育へ
の支援を地域貢献活動の基本とし、2014年度は地元バタンガス州
タナワン市の学校を支援しました。
　2015年1月の交流会では、約130名の生徒とその保護者、教員に
ムラタの紹介や環境学習を実施し、また物的支援として教室や食堂
で使用する机、木材などの寄付をおこない、学校からムラタの支援
に対し感謝状を頂きました。
　Philippine Manufacturing Co. of Murata, Inc.は操業してまだ2年
ですが、今後も地域社会と共に成長し地域の発展に貢献していきた
いと考えています。




